
その他案件（１）

説明用資料①

北部地域のまちづくりの状況について

（１）－① 北大和グラウンド及び周辺区域
（１）－② 学研北生駒駅中心地区
（１）－③ 学研高山地区第２工区

＜報告＞



（１）－① 北大和グラウンド及び周辺区域
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位置図

対象区域
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北大和
住宅地

都市計画道路
押熊真弓線

都市計画道路
奈良阪南田原線

真 弓
住宅地

学研北生駒駅

-

変 更 区 域

凡　　　　例

行 政 界

北大和グラウンド低炭素まちづくり事業

＜事業目的＞

官民連携によるスマートコミュニティの整備

平成２６年

６月 （生駒市）都市計画審議会【事業実施報告】

１１月 （生駒市）都市計画審議会 【事前説明①】

＜区域区分及び用途地域の変更について＞

１２月 区域区分変更に係る案の申し出（市⇒県）

平成２７年

１月 （生駒市）都市計画審議会【事前説明②】

＜地区計画の決定について＞

都市計画変更説明会の開催

５月 公聴会延期の連絡（県⇒市）

１２月 市街化区域編入（区域区分の変更）に係る

案の申し出は採用できない。（県⇒市）

これまでの経緯



（１）－② 学研北生駒駅中心地区
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北大和

白庭台

真弓

北田原

高山
第1工区

学研北生駒駅中心地区（概ねの範囲）

高山 芝

上町

学研北生駒駅

位 置 ・ 区 域

- 4 -



準備期
（まちづくり構想策定）

計画期
（まちづくり計画策定）

活動期
（まちづくりの実践）

まちづくり
構想

まちづくり
計画

まちづくりの
実践

（ガイドラインづくり、
合同イベント、

クリーン活動など）

（仮）事業計画協議会

まちづくり会議
or

（仮）まち育て交流会

まちづくり計画に基づいた「事業者
の出店計画」をはじめ、地域合同
イベントの実施などの地域主体の
取組が生まれていければと期待し
ています。

学識経験者、地権者、自治会代表者
、事業者、行政職員

まちづくり会議

地権者、事業者、行政職員

（相談役）
自治会代表

（アドバイザー）
学識経験者

まちづくり構想 P.21

都市計画（案）に係る事項等も含めた
具体の計画づくりに取り組みます。

まちづくり会議の構成員や周
辺住民の方々などと一緒に
検討・実践していければ良い
と考えています。

まちづくりの展開イメージ
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現在の取組状況

＜目 的＞
個性と魅力ある拠点の形成、関係主体の連携・協力による一体的なまちづくりを
推進するため、平成２７年１月に策定した「まちづくり構想」の実現に向け、区域内
権利者の意見を聞きながら、学研北生駒駅中心地区まちづくり計画をとりまとめる。

＜構成員＞
学識経験者、自治会代表、個人権利者、法人権利者、事業者、行政職員
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＜取組内容＞
・土地活用方法、事業手法などの勉強会や意見交換
・地区内民間開発現況の把握
・地区内事業者間の連携、共同の取り組み検討
・開発事業者への構想実現のための指導

■学研北生駒駅中心地区まちづくり事業計画会議（平成27年9月から開催）



ホームセンター
（着手準備中）

有料老人ホーム
（サービス付高齢者住宅）

H28.10開業予定

複合商業施設
(事業計画中)

スーパー(ｵｰｸﾜ)
H25.12オープン

学研北生駒駅カフェ(ｽﾀｰﾊﾞｯｸｽ)
H28.4オープン

高山郵便局

ガソリンスタンド

飲食店

パン・自然食材
飲食店

市街化調整区域

奈良交通(株)

対象区域航空写真と立地施設状況
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高山郵便局 飲食店 ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ(ｺｽﾓ)

スターバックス有料老人ホーム

パン・自然食材

スーパー(オークワ)

学研北生駒駅

学研北生駒駅中心地区の現況

ホームセンターホームセンター
（着手準備中）

複合商業施設複合商業施設
(事業計画中)
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（１）－③ 学研高山地区第２工区
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位 置 ･ 区 域

学研北生駒駅

高山地区第２工区区域

都市計画道路
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これまでの経過
平 成 ３ 年 １ ０ 月 高山地区第１工区で「奈良先端科学技術大学院大学」が開学

平 成 ６ 年 ２ 月
県、市、住宅･都市整備公団の３者で「関西文化学術研究都市・高山地区(第
２工区)開発整備に関する基本協定」を締結

平 成 ６ 年 ３ 月
～ 平 成 ８ 年 ３ 月

住宅･都市整備公団が用地を買収

平 成 9 年 7 月
関西文化学術研究都市高山地区に第２工区(288ha、２万3,000人の住宅開
発計画)を追加

平 成 1 2 年 1 1 月
区域区分等の都市計画決定
（市街化区域・用途地域・土地区画整理事業等）

平 成 1 4 年 8 月 都市計画道路の都市計画決定

平 成 1 8 年 2 月 市が、県・ＵＲに住宅開発計画に関する協力の白紙撤回を表明

平 成 1 9 年 ７ 月 ＵＲが事業中止を決定

平 成 2 0 年 6 月 第２工区開発計画見直しの検討プロジェクトのスタート

平 成 ２ ２ 年 1 0 月 開発計画見直しの検討を中止

平 成 2 4 年 ２ 月 市がリニア中央新幹線の新駅誘致を表明。３月に県へ要望書を提出

平 成 2 ６ 年 ３ 月 ＵＲから所有地譲渡の申し入れ

平 成 2 7 年 1 0 月
～ 2 月

学研高山地区第２工区庁内検討会議の開催（市）
２月に「学研高山地区第２工区の将来のあり方」をとりまとめ（市）

平 成 2 8 年 3 月 ＵＲ所有地の売買契約締結（市・ＵＲ）



ＵＲ所有地・航空写真

- 12 -



■まちづくりのコンセプト

学術研究と産業の発展

○けいはんな学研都市に集積されてきた学術・研究施設や

研究開発型産業施設に加え、「ものづくり産業」施設の

誘致を視野に入れたまちづくり

広域的連携

○精華・西木津地区、学研高山地区第１工区との連携強化するまちづくり

・国道１６３号の整備とあわせ、精華・西木津地区とを結ぶ道路整備に加え、都市モビ

リティの向上など、広域的な交通ネットワークの構築強化による機能的な連携を目指す。

都市と農の共生

○本地区の豊かな自然環境との調和を図り、当地区の特性を十分いかした土地利用

・｢都市｣と｢農｣の共生により、環境モデル都市に相応しい 「食･農･環境と交流のまちづ
くり」を農業の６次産業化も視野に入れ進める。
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学研高山地区第２工区の将来のあり方



■導入機能のイメージ
学研高山地区第２工区の将来像「学術研究と産業の発展」、「広域的連携」「都市

と農の共生」を実現するため、以下の機能を導入する方向で、今後検討していくも

のとする。

学術・産業施設ゾーン

○けいはんな学研都市の研究開発機能との

連携をいかした産業施設や学術・研究施

設の集積

○住宅地や利便施設等についても適宜配置

広域的連携

○精華・西木津地区や学研都市連絡道路と

を結ぶ道路整備

農とみどりのゾーン

○都市と農が共生するモデルとなる土地利用
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今後のまちづくりへの取組み予定

■まちづくりへの取組み

■今後の検討に当たって
○関係機関（奈良県、ＵＲ、関西文化学術研究都市推進機構など）との連携

○社会情勢を見据えた採算性の高い事業
・事業における民間活力の導入
・段階的な開発計画
・開発（事業対象）面積の縮小など

○自然環境との調和

○地権者の理解

平 成 ２ ８ 年 度
有識者等の参加による検討組織の設置
全体構想（土地利用計画）、事業手法、事業主体、
事業採算性などについて検討

平 成 ２ ９ 年 度 全体構想（土地利用計画）素案の取りまとめ

平 成 ３ ０ 年 度 事業計画・事業手法案の取りまとめ

平 成 ３ １ 年 度 都市計画、関連計画等の変更手続き

平 成 ３ ２ 年 度 事業着手


